
 

令和５年度 第二回 国営海の中道海浜公園魅力向上推進協議会  
 

日時：令和５年１１月２０日（月） 
   14:00～16:00 
場所：国営海の中道海浜公園事務所 

 
議事次第 

 

１．開会 
 
２．議題 

１）前回協議会での議題、意見等に関する取組状況等 

①上半期の海の中道海浜公園の利用者数の報告・・・・・・・・・資料１ 
②公園ＰＲ・情報発信や多様な主体の連携に関する取組について・資料２ 
③更なる魅力向上に向けて今後の議論テーマ（案）について・・・資料３ 

 

２）各主体における今年度の取組状況・・・・・・・・・・・・資料４(※) 
（参考資料１～６） 

  ※委員限り 

 

３．閉会 
以上 

 
〇配付資料 
 配席図、規約、参加者名簿、委員名簿、本協議会の進め方 
資料１  上半期の海の中道海浜公園の利用者数の報告 
資料２ 公園ＰＲ・情報発信や多様な主体の連携に関する現況 
資料３ 本公園の更なる魅力向上に向けて今後議論していきたいテーマ（案） 
資料４ 各主体における今年度の取組状況 
参考資料１ 取組参考資料（海の中道管理センター） 
参考資料２ 取組参考資料（マリンワールド海の中道） 
参考資料３ 取組参考資料（ザ・ルイガンズ） 
参考資料４ 取組参考資料（青少年海の家） 
参考資料５ 取組参考資料（海の中道パーク・ツーリズム共同事業体） 
参考資料６ 取組参考資料（国営海の中道海浜公園事務所） 
 



上半期の海の中道海浜公園の
利用者数の報告

資料1
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直近８年間（H28～R5年度）の利用者数の推移

○ 平成28年度から令和1年度までは、200～250万人前後で推移していたが、新型コロナウイルス感染拡
大に伴う閉園等により令和2年度は132万人（前年の約55%）、令和３年度は約156万人と大幅に減少。

○ 令和4年度以降はコロナ前の水準まで回復し、令和４年度は約２４０万人、令和５年度は１０月末時点で
約１９３万人を記録。
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平成29年度～令和５年10月末までの月別利用者数

◎平成２９年度は、７、９月の公園全体の月間利用者数が過去最多を記録し、年間利用者数は歴代２位を記
録。※歴代１位は平成７年度

〇令和2、3年度はコロナの影響で減少した。
◎令和４年度は、利用者数がコロナ禍前の水準まで回復し、１０月頃からは外国人利用者が増加。
◎令和４年度は、10、11、1、2、3月の公園全体の月間利用者数が過去最多を記録。※令和４年度末時点
◎令和５年度は、４、１０月の公園全体の月間利用者数が過去最多を記録。※１０月末時点
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参考：パークエリア月別外国人入園者数

〇新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、令和元年度末から令和４年度９月頃まで外国人入園者が大幅に減
少。

〇令和４年度１０月の入国制限の緩和に伴い、外国人入園者数が回復傾向にある。
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1

公園ＰＲ・情報発信や多様な主体の連携
に関する現況の取組

資料２

本公園の魅⼒向上や利⽤の利便向上に向け、現在、園内関係機関で創意
⼯夫し、取り組んでいる内容をとりまとめました。

①公園ＰＲ及び情報発信の創意⼯夫としての取組状況
②多様な主体が連携した取組状況
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公園ＰＲ及び情報発信の創意工夫としての取組状況

実施団体 実施内容 概要

海の中道管理センター
（園内関係機関が連携）

うみなかたびポータルサイトの設置※ 公園関係機関、志賀島、西戸崎島の地域関係者が一体となって海中エリアの
情報発信を行うポータルサイトを設置【図１参照】

海中管理センター プレスリリース マスコミ各機関に年40件程度のプレスリリースを発信

マスコミ取材対応 既設の話題、ロケ撮影等のマスコミ取材対応を年240件程度実施

オウンドメディアの活用 公園ホームページ、公園公式SNS（年500件程度）にて情報の発信

SNSフォトコンテスト 春と秋にInstagram、Xにて実施

うみなかぐらまーの活用 インスタグラマーにイベント案内を発信し、撮影と投稿を依頼【図2参照】
R3開始で、今年度で3期目：各期30名が活動。2023.9月現在：3,505件投稿）

韓国NAVERブロガーの招聘 韓国NAVERブロガーを招聘し「うみなかたび」の発信を依頼
（参考：NAVER：韓国で定着している検索エンジンプラットフォーム）

中国Weiboブロガーの招聘 中国Weiboブロガーを招聘し「うみなかたび」の発信を依頼
（参考：Weibo：全世界7億人以上にユーザーを抱える中国圏最大のソーシャル・メディア）

主要拠点での屋外広告 博多駅デジタルサイネージ、香椎駅等での屋外広告の実施

マリンワールド かいじゅうアイランドのﾘﾆｭｰｱﾙ発表 かいじゅうアイランドの新エリア開設に関する発表

スタッフブログによる情報発信 生き物の状況に関する記事をスタッフブログに掲載（来園者からの問合せ有）

Instagramによるフォトコンテスト ハロウィンに合わせたフォトコンテストを実施【図3参照】

青少年海の家 SNS（FB・Instagram）を活用した広報促進、
動画の活用・ﾌｫﾛﾜｰ数の増加※

各SNSにて海の家での活動情報、各種イベントの実施状況の報告を掲載。

ニュースリリースの積極発信※ 海の家の各種お知らせや情報をニュースリリースとして積極的に配信

出張自然教室・出前ブース出展 公民館や子ども食堂、ショッピングセンターでの自然やクラフト制作体験提供

海の中道パーク・ツーリズ
ム共同体

地域と連携したマルシェ等イベントの開催
※

定例的な地域イベントの開催を行うことにより、海中地域の魅力発信を行う。

SNSによる他機関取組の情報発信 公園内関係機関のイベント情報等も団体のSNSにて周知を行う【図4参照】

※フォローアップ様式にも掲載

【現在、実施中の創意工夫した公園PR又は情報発信に関する取組内容】
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公園ＰＲ及び情報発信の創意工夫としての取組状況

【図１ うみなかたびポータルサイトトップページ】 【図2 Instagramにおける検索結果抜粋】

 うみなかたびポータルサイトにて、園内関係機関及びに
地域において実施されるイベントに関する情報を記載し
ており、各イベントのページより、イベントを実施する団体
のホームページにアクセスが可能。

 園内関係機関の情報を集約することで、海中周辺の情
報検索利用者に対する情報提供の一元化を図ることが
できる。また、目的以外の情報も自然に目に留まり、目
的以外の場所やイベントへのアクセスが期待できる。

 今後は、公園公式HPでも、“周辺の鳥瞰図”を掲載し、
関係機関の立地状況とリンクにつなげる情報を検討中

 Instagramにてフォロワーの多いアカウント（インスタグラ
マー）に対し、園内イベントを周知し、撮影した写真を投
稿して頂く。その際に「＃うみなかぐらまー」のタグを付け、
投稿をしてもらうことで、フォロワーに対し、公園の魅力
発信を行うことができ、タグより他の投稿の情報まで確認
することができる。

 近年はSNSから観光地等の情報を入手する人も多い中、
多様な利用者へ本公園の魅力発信を図ることができる。
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公園ＰＲ及び情報発信の創意工夫としての取組状況

【図4 関係機関のイベント広報状況】【図3 マリンワールドのフォトコンテスト】

 PR活動の一環としてInstagramでのフォトコンテストを実施。
「＃マリンでハロウィン」のタグをつけてもらい、マリンワー
ルドの公式Instagramをフォローしているアカウントの中か
ら、入賞者にオリジナルグッズを贈呈。

 季節に応じた取り組みを実施することで、リピーターの獲
得や、イベント時の来園者の増加に寄与することができ
る。

 「INN THE PARK」の公式アカウントで、管理センター主催
の園内イベントなどの情報を発信。情報発信の際に、各
団体のアカウント、公園の位置情報などをタグ付け。

 園内他機関の取り組みを紹介することで、 「INN THE 
PARK」の利用者等に対し、周辺イベントを紹介することが
でき園内全体の魅力発信に寄与することができる。また、
各団体のアカウントのタグ付けにより、各アカウントへの
誘導も行える。



5

多様な主体が連携した取組状況

実施内容 概要
実施団体

センター ホテル マリン マリ
ーナ

海の
家

PPFI 国 地域 関連
団体

うみなかたびポータルサイトの設置※ うみなかたびポータルサイトにて公園内関係機関、地域の
情報を発信

● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

九州UMIアカデミーの開催※ 様々なイベントを通じて「海」について学ぶ九州UMIアカデ
ミーを園内関係機関と連携して実施【図1参照】

〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇

マリンスポーツの充実※ 福岡市内のダイビングショップとの連携も図りマリンスポー
ツのメニューの充実を図る

〇 〇 ● 〇 〇

割引サービス※ 各機関のイベント等との連携を図りながら相互の施設利用
に対して割引サービスを実施する

〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇

SDGｓワークショップの開催※ 地域や関連団体、管理センターと連携をしながらSDGｓにつ
いて取り組むワークショップを開催

〇 ● 〇 〇

公園内関係機関と連携した宿泊プラン
※

宿泊+アクティビティなどの関係機関と連携した宿泊プラン
の作成を行う【図2参照】

〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

ワーケーション取組の推進※ 福岡市のワーケーション施策と連携した取り組みから公園
全体でワーケーションの推進を図る

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

企業研修メニューの精査※ ワーケーションにおいて用いる研修メニューについて、園内
関係者と精査・試行を行う

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

ドゲンジャーズ体育祭の開催 ドゲンジャーズ主催の体育祭を海の中道海浜公園で実施し、
マリンワールドから出張展示も行う【図3参照】

● 〇

オープントップバスツアー 海の中道海浜公園や志賀島などの海中エリアを周遊する
ルーフトップバスツアーを開催【図4参照】

● 〇 〇 〇 〇

アマモサミットのサテライト拠点 全国アマモサミットのサテライト拠点として、マリンワールド
にて特別展示を実施

● 〇 〇

海の冒険団の開催 バックヤードツアーや水槽づくりを行う「それいけ！海の冒
険団」を青少年海の家にて実施

〇 ●

福岡市内イオンでのイベント出展 流木アートなどのワークショップを行うイベントを地域の
ショッピングモールにて実施

● 〇

福岡県内イオンでのイベント出展 生物の標本展示や解説、夏の特別展「奄美大島展」のPRを
兼ねた水槽展示などのイベントを実施。（3ヶ所×2日間）

● 〇

ビーチクリーンアップ活動の実施 ラブアース・クリーンアップ福岡地区実行委員会とともに
ビーチクリーンアップ活動を実施【図5参照】

〇 ●

※フォローアップ様式にも掲載 ●：主団体 〇：連携団体

【現在、実施中の多様な主体が連携した取組内容】
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多様な主体が連携した取組状況

【図１ UMIアカデミーの実施状況】

【図２ ドッグラン利用とセットの宿泊プラン】

 UMIアカデミーでは、シーカヤックや釣り体験といっ
た海に触れる体験型イベントを実施。イベントに実施
に際して、公園内の各機関と連携を図りながらイベ
ント運営を行う。

 マリーナ、海の家、マリンワールド等が連携しながら
UMIアカデミーを行うことで、マリンスポーツ、生き物
や環境学習に関連した取り組みなど、本公園の特長
といえる海の魅力を発揮したイベントとして取り組ん
でいる。

 「INN THE PARK」の宿泊プランにて、公園内の施設を活かし
た宿泊プランを設定。

 例えば、公園内にドッグランがあることを活かし、ペット同伴
用の宿泊プランを設けることで、 ペット同伴での顧客の獲得
に寄与している。
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多様な主体が連携した取組状況

【図3 公園内イベントへのマリンワールドの参加】

【図4 ルーフトップバスツアーの開催】

 本公園内の子供の広場で、外部団体と連携した「ドゲン
ジャーズ秋の体育祭」を実施。ブースの一部として、マリン
ワールドからも出展し、通常展示はしていないアイテムを
本イベントで展示している。

 外部団体のイベントを公園内で実施することで、イベントの
趣旨に合わせた属性の来訪者を獲得することができる。

例１）ドゲンジャーズ秋の体育祭：
子連れファミリー層のさらなる獲得

例２）Paradise Disco2023：
音楽に興味のある様々な世代の獲得

 海の中道海浜公園から志賀島をめぐるオープントップ
バスツアーを実施。公園だけでなく、公園周辺の地域
の魅力も発信することができる。実施にあたっては西
日本鉄道と連携して運営を行っている。

 公園内で完結するイベントではなく、周辺地域も取り入
れた取り組みを行うことにより公園施設の魅力発信に
加え、地域全体の活性化にも繋げることが期待できる。
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多様な主体が連携した取組状況

【図5 ラブアース・クリーンアップの実施状況】

 ラブアース・クリーンアップ福岡地区実行員会主催のラブアース・クリーンアップ2023を
海の中道青少年海の家北側海岸で実施。

 漂着している海洋ごみを参加者で拾い、北側海岸のビーチクリーンアップを図る。
 参加者として地域住民だけでなく、学生や地場企業も参加し活動を実施。
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本公園の更なる魅力向上に向けて
今後議論していきたいテーマ（案）

資料３

本公園の更なる魅⼒向上や利⽤の利便向上に向け、今後、議論して取り
組んでいくテーマ（案）について、とりまとめました。



今後、議論していきたいテーマ（案）

うみなかビジョン2030の実現を目指し、本公園の更なる魅力向上ならびに利用利便の向
上を図るため、今後、下記をテーマに公園関係機関で協議していく予定。

【１．うみなかビジョン2030に関連し、議論を深めていきたいテーマ（案）】

テーマ（案） 内容

①公園やエリアの魅力の一体的な情報発信
（関連：ビジョンP.8）

• 記者、マスコミとの連携の方策や公園関係機関での共有方
法

• 公園全体で発信すべき情報や、各公園関係機関の主要イベ
ント等について、園内各機関の公式サイト等での発信方法

②多様な主体が連携した取組の強化
（関連：ビジョンP.8）

• 各公園関係機関が持つ強みや課題の洗い出しとマッチング
• 各公園関係機関で得た来園者ニーズの情報交換、共有

③復活しつつあるインバウンドの獲得
（関連：ビジョンP.9）

• 外国人来園者の満足度向上や来園者増に向けた取組

④教育、学習の場としての公園の活用
（関連：ビジョンP.11）

• 未実施の取組の確認や対応
• 利用者ニーズの把握、新たなアイデアなど

⑤健康増進に寄与する機能の充実
（関連：ビジョンP.12～13）

• 未実施の取組の確認や対応
• 利用者ニーズの把握、新たなアイデアなど

⑥市民参加の場の創出
（関連：ビジョンP.14）

• 未実施の取組の確認や対応
• 利用者ニーズの把握、新たなアイデアなど

⑦企業研修・ワーケーションの拡大促進
（関連：ビジョンP.14）

• 大人向けの体験メニュー、学びのメニューの充実など
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今後、議論していきたいテーマ（案）

【テーマ（案）①、②に関連するうみなかビジョン2030の抜粋（P.8）】

①公園やエリアの魅力の一体的な情報発信 • 記者、マスコミとの連携の仕方や公園関係機関での共有方法

• 公園全体で発信すべき情報や、各公園関係機関の主要イベ
ント等について、園内各機関の公式サイト等での発信方法

②多様な主体が連携した取組の強化 • 各公園関係機関が持つ強みや課題の洗い出しとマッチング
• 各公園関係機関で得た来園者ニーズの情報交換、共有
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今後、議論していきたいテーマ（案）

【テーマ（案）③に関連するうみなかビジョン2030の抜粋（P.9）】

③復活しつつあるインバウンドの獲得 • 外国人来園者の満足度向上や来園者増に向けた取組
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今後、議論していきたいテーマ（案）

【テーマ（案）④に関連するうみなかビジョン2030の抜粋（P.11）】

④教育、学習の場としての公園の活用 • 未実施の取組の確認や対応
• 利用者ニーズの把握、新たなアイデアなど
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今後、議論していきたいテーマ（案）

【テーマ（案）⑤に関連するうみなかビジョン2030の抜粋（P.12）】

⑤健康増進に寄与する機能の充実 • 未実施の取組の確認や対応
• 利用者ニーズの把握、新たなアイデアなど
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今後、議論していきたいテーマ（案）

【テーマ（案）⑤に関連するうみなかビジョン2030の抜粋（P.13）】

⑤健康増進に寄与する機能の充実 • 未実施の取組の確認や対応
• 利用者ニーズの把握、新たなアイデアなど
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今後、議論していきたいテーマ（案）

【テーマ（案）⑥、⑦に関連するうみなかビジョン2030の抜粋（P.14）】

⑥市民参加の場の創出 • 未実施の取組の確認や対応
• 利用者ニーズの把握、新たなアイデアなど

⑦企業研修・ワーケーションの拡大促進 • 大人向けの体験メニュー、学びのメニューの充実など
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今後、議論していきたいテーマ（案）

【２．本公園共通の課題に関するテーマ（案）】

テーマ（案） 内容

⑧平日の利用促進 • 平日の利用者増、魅力増進のための取組の方向性、アイ
デアなど

⑨冬季の利用促進 • 冬季の利用者増、魅力増進のための取組の方向性、アイ
デアなど

⑩雨天時（屋内型施設以外）の利用促進 • 雨天時の利用者増、魅力増進のための取組の方向性、
アイデアなど

2ページの１．うみなかビジョン2030に関連するテーマ（案）の他、２．本公園共有の課題
に関する内容についても、テーマ（案）として設定。閑散期の利用促進によって、公園全体
として魅力向上や各機関の収益向上等にも寄与すると考えられる。
（※１と２は関連性があるため、２を解決する手段として１を議論する等も想定される。）
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今後、議論していきたいテーマ（案）

【左側：月別利用者数、右側：平日/休日及び天候別の利用者数の状況】

＜出典＞海の中道海浜公園官民連携による魅力向上推進方針資料編（2019.3月、国土交通省九州地方整備局）

梅雨時期の利用者減

冬季の利用者減

平日の利用者少

休日・雨天の利用者減

平日・雨天の利用者減

（上記グラフはパークエリア利用者）




